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【第 2章 BaTiO3の Li固溶サイトと焼結・圧電特性の影響(1)】 
ソルボサーマル法を用いて、リチウム固溶サイトの異なるリチウムドープチタン酸バリウム 




い圧電特性 (d33 = 260pC/N, kp = 43.7%) を示した。Fig. 




























Fig. 1. zLi-BaTiO3焼結体のLi添加量に対する圧電特性の関係 
(a) 分極後の比誘電率, 33T/0, (b) 体積抵抗, R, (c) 圧
電定数, d33, (d) 電気機械結合係数, kp, (e) 位相, Phase 
Fig. 2. 0.03Li-(Ba1-xCax)TiO3焼結体の温度に対する比誘電率・誘
電損失の関係 
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Fig. 3. 焼結体破断面 SEM写真  
(a) 0.03Li, 0.0005Mn-(Ba0.97Ca0.03)TiO3,  
(b) 0.03Li-(Ba0.97Ca0.03)(Ti0.9995Mn0.0005)O3 
10 m 10m 
(a) (b) 
機械結合係数をほとんど下げることなく機械的品質係数 (Qm = 521)の向上 と比誘電率変化 (r = 
1.76%) の改善に成功した。 
【第 4章 (1-x)(Na0.5Bi0.5)TiO3-xBa(Mg0.5W0.5)O3新規固溶体の粒子合成と形態制御による特性向上(3)】 
ソ ル ボ サ ー マ ル 法 を 用 い る こ と で 、
(1-x)(Na0.5Bi0.5)TiO3-xBa(Mg0.5W0.5)O3 新規固溶体単一
相粒子の合成に成功した (x < 0.06)。Fig. 4に、通常焼
結体とワイヤー状粒子を配列させたキャスト焼結体
それぞれの Ba(Mg0.5W0.5)O3 固溶量に対する電気機械
結合係数 kpと圧電定数 d33 の関係を示す。これより、
Ba(Mg0.5W0.5)O3 固溶量増加に伴い各圧電特性は増加
し、x = 0.05で最大値 (kp, d33, 焼結方法) = (24.7%, 108 
pC/N, 通常焼結), (26.5%, 112pC/N, キャスト焼結) を
とった後、減少した。さらに、通常焼結体に比べキャ
スト焼結体は高い圧電特性を示した。Fig. 5 のキャス




面体晶系を示す  (202) ピークは、正方晶系を示す 











Fig. 6. (Na0.5Bi0.5)TiO3焼結体破断面 SEM写真  
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【第 5章 (Ba1-xCax)(Ti1-yZry)O3ナノ粒子合成と圧電特性(4)】 
溶融アルカリ法用いて、(Ba1-xCax)- (Ti1-yZry)O3ナノ
粒子単一相の合成に成功した((0.00, 0.00) < (x, y) < 
(0.20, 0.20))。Fig. 7より、得られた粒子は、立方状に
近い形態を有しており、市販品と比べても粒子径は







子径が増加したため、期待していた圧電特性改善には至らなかった。三重臨界点付近である、(x, y) = 
(0.13, 0.08)付近の検討をさらに行い、焼結特性を工夫し粒成長を抑えることで、圧電特性の改
善が期待される。 
【第 6章 総括】 
本論文を総括した。 
【文献】1) T. Kimura, S. Yin, T. Sato et. al., J. Eur. Ceram. Soc., 33(2013), 1009.; 2) T. Kimura, S. Yin, T. Sato et. al., Mater. Sci. 
Eng., 47(2013), 012018.; 3) T. Kimura, S. Yin, T. Sato et. al., J. Asian. Ceram. Soc., 10.1016/j.jascer.2013.12.001.; 4) T. Kimura, S. 
Yin, T. Sato et. al., Funct. Mater. Lett., 5(2)(2012), 1260013. 
 
Fig. 7. (Ba1-xCax)(Ti1-yZry)O3粒子の(a, b) SEM 写真, (c, d)粒度
分布 
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